
1. 可換群の条件 (結合則, 単位元, 交換則)は自明.
逆元は GCDが 1であることから, ax + bm = 1 とできるので, ax ≡ 1(mod.m) とできる.
あとはその中で元の集合に含まれるのがただ一つであることをいう.

2. a + a + · · · + a(b個) = 〈a, b〉 とかくとする.
n = n1n2(n1, n2 > 1) とすると (nが素数でないとすると),

〈1, n〉 = 0

〈〈1, n1〉, n2〉 = 0

〈1 · 〈1, n1〉, n2〉 = 0

〈1, n2〉 · 〈1, n1〉 = 0

〈1, n2〉 = 0 · 〈1, n1〉−1 = 0

nの最小性に反する.
ただし, 零環では標数は 1 になり素数ではない.
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